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当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和2年度全国平均

経営比較分析表（令和2年度決算）
静岡県　静岡市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km2) 人口密度(人/km2)

1,411.83 491.77 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km2) 給水人口密度(人/km2)

法適用 水道事業 簡易水道事業 C4 非設置 694,296

－

- 40.03 0.14 1,947 996 4.50 221.33 【】

全体総括

　本市の簡易水道事業は小規模かつ山間部に位置してい
るため給水効率が悪く、維持管理に係る費用が給水収益
を大きく上回り一般会計繰入金に頼らざるを得ない事業
となっている。過去の残債も大きく、給水収益のみでの
経営はきわめて困難な状況である。
　令和２年度より地方公営企業法の一部を適用して公営
企業会計へと移行した。施設の整備は進んでいる反面、
これに係る企業債の残債が多いことから、令和７年度ま
では企業債償還金が増加する見込である。また、当面の
間、建設改良に充てる企業債の発行予定はないが、令和
４年度までは用途廃止施設の解体を公営企業施設等整理
債を発行して行う予定である。
　今後も経営の効率化・合理化を推進するとともに、経
営戦略に基づいて計画的な設備更新を行い、安定した給
水の維持を図っていく。

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は、類似団体平均値を上回っている。これは
経常費用の不足する額を全額一般会計より繰入れているためで
ある。100％を下回っている理由は、営業費用の資産減耗費に
企業債を充てたが、企業債の収入は経常収益に計上しないた
め、経常費用に対し計上収益が小さくなるためである。
②累積欠損金比率が0％を超える理由は、R2年度に欠損金が生
じたためであり、この理由は、営業費用の資産減耗費に企業債
を充てたので、当期純損失が生じたためである。
③流動比率は、類似団体平均値を下回っている。100％を下回
る理由は、流動負債のうち次年度に支払う元利償還金が大き
く、これに充てる財源を次年度に一般会計より繰入れているた
め、年度末時点で償還金に充てる現金を持っていないためであ
る。
④企業債残高対給水収益比率は、類似団体平均を上回ってい
る。これは、本市の簡易水道事業の規模が小さく給水収益も少
ない状況に対し、過去の建設改良工事等による残債が大きいこ
とによるものである。
⑤料金回収率は、類似団体平均値を下回っている。これは、⑥
のとおり給水原価が割高になるのに対し、給水料金を市街地と
同額としており、供給単価が低いためである。また給水収益以
外の繰入金等の収入で補填している割合が大きいことを示して
いる。
⑥給水原価は、類似団体平均を上回っている。これは、本市簡
易水道事業の有収水量に対して、過去の建設改良工事等による
残債が大きく、地方債の償還金が増加していることによるもの
である。
⑦施設利用率は、類似団体平均を上回っている。引き続き適切
な稼働状況を維持しつつ、今後の更新の際には、給水人口の減
少等を踏まえつつ施設・設備規模の適正化を図る。
⑧有収率は、類似団体平均値を上回っている。令和元年度まで
に老朽化した管路の更新を行い、有収率の改善に取り組んでき
ており、今後は漏水調査及び調査結果に基づく漏水箇所の修繕
により、さらなる有収率の向上を図る。

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率について、令和２年度の
公営企業会計の適用開始に伴い、固定資産台帳の整
備を行い、減価償却を開始した。
②管路経年化率について、耐用年数を経過した管路
がないため0％である。
③管路更新率について、令和２年度は更新がなかっ
たため0％である。

2. 老朽化の状況
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①経常収支比率(％)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【102.33】 【31.02】 【186.73】 【1,187.50】

【75.11】【50.55】【281.77】【58.90】

【33.25】 【17.19】 【0.79】

2,607


